
野蠶絹絲の染色性に関する研究（第一報）

各種前処理と染料吸収量との関係及び染色時に於ける温度

並に液量と染料吸収量との関係に就いて

会田源作・遠藤恒久・淸水滉・宮島豊子

　　　　　　　（匹召斥027・iド9月5日櫻i理）

Gensaku AIDA, Tunehisa ENDO, Fukashi SHIMIZU AND Toyoko MIYAZIMA : STUDIES 

ON THE DYEING PROPERTIES OF WILD SILK. (1) ON THE RELATION OF SEVEAL 

PRETREATMENTS TO THE ABSORPTION DEGREE OF DYESTUFF AND ALSO ON 

THE RELATION OF DYEING TEMPERATURE AND LIQUOR TO THE ABSORPTION 

DEGREE IN THE DYEING PROCESS.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　醤’　　　　　　「

野蘇（wild・ilk）酬ヒ色伽こ関する鞘肚しては・搬に関するものカ；文献として可劇あるが，

嚇（’b山繭糸1蹴いて制・μ阿悪（1やもの脇るに過甑い．余細拙繭糸が梛帳墾豫）の襟

【翫ごあり，現在1時殊高級織物として象蚕糸と交織せられている山繭糸の有する1博得の色沢，弧さを繊

維工業に瓢なる分野を開拓すべく研究を開始したのであるo従来はその天然色をそのまx応用してい

たのであるが・更に此の染色’i‘kを改良して応用に断生纐を開かんとするものである。

柵鎌は水に対し一（・1’lilLT・m・ll｛，1・に乱く・不透性であり・畑細淋が騨1…嘩穂灘であるため，

その染酬・に鰍の酬1…棚る・㈹111聯はや｝より搬縮の瀬欝つて恥ため髄隷色せずし

て棚1に供して脳劫ザ脇る。（1り余等は・染働処理瑠として顯紬の鰍工樹こ併せて鰍

の化戦品に依る処理を施し“礫鰍験鮒い，期的な染色をなし得硯通しを得たのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　案験試料及び案験方法

　（1）試　　　料

棋蜘こ’鰯せし山繭糸｝止・鰯県蚕業試験騒本支場より勧叉けた鎌縣によ砕均繊度
娼．1デニールのものを用いたo

　（2）前処理方法

　R・N・SEN（；1）は柞蜜糸の染色を行うに当つて・鉱物質を除識するために稀塩酸を用い，後一般的方法

に依つて石鹸とソー・ダで精練したものな用い・三翠　交（7）は酸処理は精練衡こ行つた方が効果的であ

る曙つている。余等は各種濃度の塩酸，硫酸酒織禮酸蟻酸等の酸炭酸ソーダ，耀ソ＿ダ

等のアルカ吸び鋼オン澗蜘たるスコア・一ルを用いて室温で11輔漫演処理したものと，塩

酸，硝酸・醗酸・鯵醜蝉1酸等にて1時間煮沸処理したもの及び塩酸，硫酸，蔭酸，蟻酸，酷酸等に

て室温で塒間浸漬爆酸一働勺方法によ嚇練を行つたもの，蜘こ精練後瀟略種酸にてgvaで20

分間浸漬処理したo

　（3）染色方法

　（a）前記各種萌処理にて撮た試斗斗に対し，化学構造の正確にして純粋なる酸性染料（Brilliant

milli・g　G・…B（S・di・m　salt・f　dib・n・y1・li・・thyldiainino・・’－chl…－t・iphenyl・a・bin・1　di・・1ph。。i、

acid　anhydride，　or　of　2♪・sulphoqbenzylethylainino噂o’　－chloro・fuchsDn・benzyle’ヒhylimonium
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エ・°％・1・5％，　2・°％・の朧F” R．，，e、鵬ゼtlt．．’tt’t巾

灘して用・・たので励が・。、，ti，。，，d。、，，，、，e。，m，。5a）

（1－1）表より明かである　　05％1・IC1・　So1，　ii　〃

が，本処理に依つたものは無　　0。7％HOレSoい1　〃

処理のものに比べて，その吸　　1・0％HCレSoL　ll”

牧齢飛躍　勺囎大して・・L5タIHCトS°い”

る。然昨ら，その灘融＿聖みHCレS°い一．

sulph°nate） UCL・ζ二養：：農：器：包鞠轡

　　　　　　　　　　　　　　　L．．一＿　＿＿＿一＿＿．＿」　　　　）

〔》．5％を用い，50°C．より漸次昇溜して30分間に85°C・となし，この湘度にて更に2t｝分間処珊し，残液力・

ら島津A，K．A5督B型光電管比色計に依り染料及牧盤（以後単セこ吸牧郵：と書く）を調べた・伺，本実

験に於ては．i染色助剤は使用せず，液量ほ一彿に50倍盤用いた。

　（b）　染色時に於ける湘度並びに液量と吸牧量との関係を調べるに当つては，試料に府皆練後塩酸，

修酸，酷酸等にて酸通したものを用いた。温度と吸牧蟄との関係試験に於ては上罷染料のO・5％な1吏

用し，5〔〕CC．，60°C．，70°C．，80℃・，90°C・にて1時間染色を行つた，樹此の揚倉の液想：は一1…1よに

50倍量用いた。次に液量と吸牧ll｝！：との関係試験に於ては，温度を8（｝CC・に阻定し，液蹴を5倍鋤から

40倍量までについて行つた。伺何れの揚食に於ても染色助剤ほ使用しなかつた。

　　　　　　　　　　　　　　奥験結果及び考察
　〔に1各種前処理と吸牧量との関係

　　（1）塩酸処理試験　　　　　　（1・・’－1）衷

塩酸は知‘賜゜・7％ジー”j・n・・fT・e・・…・1％・fW…ht　1…レ・…b…p・…

0，77

0・97

2．38

3，29

4。4り

5．76

18，3

20，9

86，4

89，9

94．5

95．4

96，5

る吸樋の蓬黙それ程購（・）T「e・tmenセin　the　distillated　wate「f°「°1’e　h°u”　”t　「°°m　te’”p，

　　　　　　　　　　　　1　　（1－2）張
なものでなかつたo　　　　　：＿，＿＿牒罵＿一＿一．＿燃常＿＿鷺蝶．雛．謹瓢瓢鷹＿算鵜畿嵩＿駕．．罰
　　（・）麟処翻験…c・・…S・1・・・…1・・i％・・W・・gh・lr・・1％・f　A触1・・p・…

　硫酸は夫々0．2％，O・　5％　　　　　　　0．2％

0。7％，1．0％，】。3％，1．5　　　　　　　0・5

％1．7％2．O％の水融　　　 0・7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．0として用いたo本処理に依
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i．3
る璽鰍少並に吸牧蜘叡　　　　1．5
（1－2）表d）通りである。　　　　　　　　1．7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．0
　　（3）酷酸処理試験　＿＿＿＿一＿＿＿＿．、．＿．

0．64

（’．78

1．06

1．2t

I，47

1，79

2．11

241
，　　　　1　　　　　　　’

91．i

92，8

93、5

94，5

95，8

95．9

96，4

964

酷蜘減々0・5％，1・0％＿一一≦！ゴ縢＿－tt＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿

エ・5％乳・％2・5％の麟P ｭ；驚：’…CH・・C・b・1・q…1・1・1％・・W・・ght　1…1％・・A・…p…n

液として用いた・本処理に依　　　α5％

る重量減少並に吸牧量は　　　　　　　　　1．0

（ト3）表の通りである。伺　　　　　　　1．5

本処珊こ働痕跡の緑色々素　　　2・0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．5
の溶出を見た

0．i8

0，34

0．う4

0．79

0．84

42，1

42．8

49，2

59，5

63．6
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（4）　荊蓼酸廣垂理試瞼　　　　　　　（1－4）表

：し・5％蹟・°％の水瀦とい……tt B．，％1 @『「　「131－”
て用いた。本処理に依る璽量　　　　　　1．o　　　　i　　　O．36

減少並に吸牧量は（1・一・・k）表　　　　　　　1．5　　　　　　　　　0，43

の通りである。准酸は他に用　　　　　　2．0　　　　　　　　0、62

いた有機酸の何れよりも高い
　　　　一．　　　　　　　　　　　　　（1－5）衷

灘瞭‘L5％エ゜％・・・…（C…）・・叫r・L・i％・・W・・ght　1…1％・・A・…p・…

92．8

93．03

93．8

93．9

吸牧漿をasした⊃　　　　　＿。＿蹴＿＿＿、．＿．＿＿＿．＿㌫。需隣認脚＿．．，，＿環。鵬㍑＿＿，雌＿諜鷲、．。翻

　　（5）艦麟試験　…c・・fllC・・・・・・…い一・…W軸d…i％・・Ab・Q・p・…

轍1訣々0・2％・°・5％・　h　・・2％　一　　・．・13　　　5・．2
0．7％，1．O・％，1．3％：t．5儀6　　　0，5　　i　　。．12　　　　59．4

は（1…一・5）即遡であるが　　…　　1　…7　　8・・6
前記の各処理のものに比べ可　　　　　　　2，0　　　　　「　　　　1，04　　　　　　　89，0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成りまちまちな値を生じた。　　　　　　　2・5　　　　1　　　　1・34　　　　　　　88・6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3骨0　　　　　　　　　　　　　 2．52　　　　　　　　　　・80．8

　　（6）ス調アロ㎞ノレ塵理獣験

花王磯株式会耀の非イオン活性剤たる・一・ア1・一一ル”・一　10。を試料に対してo．・5．％，　1．0％ジ1．5％，

2．O％用し、，　工時tl．fi｛，n汐li処理を　　　　　　　　　（’1　－6）　表

あるが・単にスコアm一ルを・．596S，。u，。1．1。。　tノ．　　2、33

mいて舛理したのみでは・そ1．0％S・…。1－1。0〃　　　2．S9

の吸牧量が無処琿の揚合と大　185％Sc。urol－・IOO　〃　　　　　　2．76

i差なく，他のものとの併用が　　2・0％Scouro1－・100　〃　　　　　　　3。25

行つ甑吸雌蠣べた・ゼ『 噤E・藷藩1』％「・f輪蕪欝1’蒲：講磁瓢
の結黙（1－6陵の通りで四 clllill。，，繭［；漏。繭、（・1・｝　砺r　

20．7

19．王

20，5

23．2

24．2

鰯しい・　　　　（・）T・e・・m・1・・i・・h・di・・ill…d・w・t・r・f。r。。，11。iFiτ礪薄6；i『

　　（7）　塩酸一・スmアロール併用塵理試験

　塩酸は｛、・5％，1・0％7、1・5％，2・0％の各水溶液として用い，これに試料の1％のスコアロ　．．ルー．　ZOO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を併肌・齢で塒間浸潰処理レ舅絶試験に供した。その結果はσ一7）表の通りである。この

表より明らかであるが，スコ　　　　（1－7）N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

藁蕪震膿趨纒亟⑳1璽壷三二夏莚噸璽薩璽頭遜こ：
合に比べて鰍な・値を示　　1：9％　1　1：91　　11：：

し・染触の防止もなされ　　　L5　　　　5、。1　　　95．7

た・　　　　　　　　2・・　　1　5・95　　　95，9
　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　tへ　　ht「mt　ttt　’　tt　’　ヒ　’ttttttma　・ロ－－　コ．コ．“L－　り＿のー　u＿ー＿TM－tt　t－

　　（8）　堤酸ソ馴ダ塵理試験

灘鯉一ダ（Na・CO，llOH・o）をま炎々Q・2％o・5％，〔；・7％1．　O％，1．3％1、ぢ％，1．7％，2．・0％
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の水溶液として用い，処理後1．0％塩酸欝液にて酸通しを行い，然る後染色試験に附した　その結果

は（1－8）衷の通りであるが　　　　（1－8）衷

炭酸ソーダの濃度1．　0％のと…r－一一　　’　tt　rt’一…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0。2％
き璽量減少は1・26％にして・　　　　　　　　q5

吸牧童は10．3％であつた。　　　　　0，7

　伺処理残液は飼記各種処理　　　　　　　　LO

試験の揚合に於けるよりも可　　　　　　　1・3

成りの醐度蜆た・　　　｝：1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”2，0

酸通しを行漁ものに於ては一 bヨ・乙請N・・C・、11・H・伽・・1・”i％・fW…h・・…i％・・A・…p・・⑪・

2，55

2，68

3，03

3．18

3，62

3，41

3，98

2，65

91，3

91．5

92，3

92．7

94，9

96，7

95．0

96．8

　　（9）　ヨ康酸ソ㎞ダ虚理試験・

　離酸ソP・一ダは成品の澱度を工OU％と液倣し，　i爽々〔｝藷％，0．5％，0．7％，1．　Oタ6，2，0％，2。5％，3．｛0

％の各水幣液として用い，処理後（8）圃様堀繊にて酸通しを行い，然る後染色に附したり樹酸通し

を行わぬものに於ては灘酸ソ　　　　（T－9）巌

重盤減少は：L56％にし（吸牧一…一一一…　’一…

一ダ溶液嚥度1・°％の・ぎ・…c，・・Na－Sili…e・a・q…1“i　1　…W…ht1・ss　l％・f・Al？，・・1・・…’

量職・％を乱た．繧験　　1：i％

に於ても，その処理残液は　　　　　　0．7

（8）同様可成りの白濁度を　　’　　　LO

見た。重量減少並に吸牧量は　　　　　　1・5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．0（工一9）表の通りである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，0

2．33　　　　　　　　　　　　　95，7

3，27　　　　　　　　　　　　　　　　96．4

4，01　　　　　　　　　　96，8

4．？5　　　　　　　i　　　　　　　96・9

綴　l　ll：1
　　　　　15，0g　　　l　　　9．5，覧

6．32　　　　　　　　　　　　　94，8

　　　以上（1）より（9）迄の各処理試験に於て，酸処理に依つたもの及びアルカリ処理に依つたもの

　　ec於ても処鰍酸通しを行つたものの吸1雌力珂成り大なる値を示しているカ㍉これは酸麟料磯

　　用と併せて，使用せし酸が繊維に吸枚され，これが染料の繊維への親和力を助けるためであり・特に

　　促染作用ななすナこめ，染浴へ繊維を漫潰すると可成りの速さで染料の吸牧をみることに依つてうなず

　　かれ，無処理山繭糸が僅か20％足らずの吸牧量を示さぬのに染色時2％の塩酸の添加に依り飛躍的に

’　触％の吸牧量を示したことに依つて裏附けされた。

　　　而して拗に於て輔糸が瀬糸に比べて靴く染色が困難であるとは繍・れぬのであるが，前記

　各種処理に俄つたのみでは未だ繊維のゴ独惑（Feeling）悪く，実用上困難なため，　X蚕綱樺之に一般

　　的の精練法を応用し，併せで酸に依る前処理後処理を試みた。それら各処理の結果を吹に示す。

　　　　（10）数種の酸に依る前虜理後の精練

　　　本実験並に次記（工1）の実験に応用せし精練法は，塚蚕生糸の精練に一一般に応用されているものに

　　して，使用藥贔並に使用量は試料に対して次の劇合である。

　　　　　vルセル石鹸・……一・一…一………一・…・……20％

　　　　　珪酸ソ’ダ………………・……・……・………8％

　　　　　ハノ「ドロサルファイ1・コンク…・……・…・…396

　　　　　スコアロールー100…＿…＿．＿．＿．＿＿＿2％
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で1時聞浸潰処理した後，之一t　－　　　　’
　　　　　　　　　　　　　・2％HCI
を精練し染色に供した。その
　　　　　　　　　　　　　　2％H2SO4
結果は（1　・一一10）表の鋤で2％．CH，C・・H

慶）る0　　　　　　　　　　　　2％（COOH）g

　　　　　　　　　　　　　　2身6　HCOOH

　塩酸，硫酸，鰭酸，葎酸，　　　　（1－io）表

攣酸の似゜％水溶液咄濫曹’k，・♂るf「入・・覗6畿畿翻畑・｛1・ll・二・・flお・s％・・A・16・p…fi’

5．76　1　10．85
2．41

0，79

0，62

1，04

11。23

15，02

16，35

13，05

14．5

18，8

10．3

17，8

12，2

　尚酸に依り前処理を行わざりしものの練滅傘は15．39％にして吸牧量は14．5％であつた。これを上

表と比較してみるに，前処理に於ける酸の影考騨は，染色時には殆どなくなるものと考えられる。

　　〈11）　精練後t：　hSける酸通しの効果

　111繭糸を常法にて精練した後，上言己（10）にて用いた各種の酸のas2，　O％水溶液に議湘で⑳分間浸

漬処理した後之を染色試験に供した。伺此の方法は三拳　文σ）に依ると，手触の欺化，光沢数良に必

要なもので，この同的のためには酸処理は精練後に行つた方が少漁の酸で而もよく徹底し得るとせら

れ，余等の実験に於ても，後の染色晴に於ける酸の節約と相倹つて前記（IQ）の方法よりも糸のもつ

れも少く，前法より良法であ　　　　（1－一一t1）鋏

箕験の結果は（1　－11）表の・一　　　一　一一　一一・－

　　　　　　　　　　　　　　　2％HCI
通りであるo又精練後の酸通
　　　　　　　　　　　　　　　2タ6H2SOi
しPこ依り絹鳴りを生じたが・　　　2％CH窃COOH

酸通しせざるものに於ては，　　2％（cooH｝2

糸F｝ロ鳥忌ま生じノよヵtSった0　　　　　　　　　　2％　正ICOOH

ること螺めたのである・ポ㎜ｷ・蔽漏『…P一翼認賑羅r漏丁7瀦繭ヨr剛
19，31

17，48

17，45

15，38

！8，62

97，64

97．50

42，1

97，6A

95．26

　厳に於て，精練に依る練減議が（10に於ては，その前処理に依る璽貴減少と合せて13～16％を示

し（1i）に於ては15～19％を示したが，これらの処理後の繊維を顯微鏡に依り観察した結果，無処理

のものと比ぺて，其処に膠着していたセリシン並び1こカルシウム化合物（これは凡らく蔭酸カルシウ

ムの形で存在して居るものと思われる）CO）の膠着は極く少戴しか認められぬことより，山繭糸に於け

る膠質物の全量はes　X“この程度であることが知れるコ

　倫本処理並びに前冒己（10）の処理に依つたものは，頭初糸が持つていた緑色々素がなくなり，黄色

味を帯びて来た。

　　（12）数種稀酸との煮沸塵理試験

山繭糸を0・5％塩酸・0・5％硝酸，1．0％酷酸，　X．　O％asme，　1．　0％蟻酸の各水溶液を以で炎々1時間煮

沸処理した結果，上記（10）　　　　（1－12）褒

と同様な芋触と光沢とを得　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　0畢5％　1工CI
た。此の揚合に於ても精練し
　　　　　　　　　　　　　　　O・　5％HNOn
t・と同様・セリシンは除去さ　1．O・、i　CH、COOH

れフイブPインの分離を諏め　　1．0％（COOII）2

た。重量減少並びに吸牧鍛は・　1・0％HCOOH

及び（11）の各処理に依つた一’　”　”－7 Pk・・ヨ蔽憲「％謙・藤・「；；…菰磁lr

15．62

玉2，77

14．6玉

10．25

f5，61

97，正0

97．67

97．15

98，14

96．45

（1－12）表の通りであるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　””一’『’”一

尚本処理に依つた糸は，前記（10）及び（11）の処理に依つたものとは逆に，可成りの緑色味を帯
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びたものが得られた：このことは1⊥1繭糸　　　ON　THE　RELATION　OF　SEVERAL　PRE－TREAT一

を染色せずに織物として，叉装飾晶とし　　　MENTS　AND　ABSORPTION　DEGREE　OF　DYESTUFF

て利用する揚合，醐白い応用面をもつも

のと思われるのである．　　　　　　　　　　7’V

　伺何れの場合に於ても繊維の蝿力伸度　　（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k，むの影響は大な魏のであるが・・棚多巴に　爵゜e・　　　　　　h
於ける夫々の猫力・伸度の測定結果は第　　4」

二報に於て之の撒をなすことにする。　6pa
（・）・り・：・）泡蹴いて齢図も馨

参照せられたい。　　　　　　　　　　　　巴6°

〔ll〕染鱗に於け襯離1・魍と陸
　　　　吸収量との関係　　　　圏
　　（1）　温度と吸牧最との関係　　　　　琶　e°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の藁雛欝諜搬瓢／1　」o
のであり，これはまた染料の種卿こ依つ　難

て裸る詞嬢蜘こ於ては，灘染｝障　　Je・

対する山繭糸の最良温度に滋韻・て（1工一

1）衷の如き結果を得，800C．をその最良

温度と確認したo

　塩酸及び修酸に依り酸通しを行つたも　　　　“？
のは，酉搬轍通ししたもの・砒べ戯tt　C°NCL，NTRATI°N°F　ACID－　AND　TIIE°TI’IER（％’

り高い鰍勲添し，搬差鰍つてその鰍量にあ酌顯楡差異を認めぬが酒撒鞭用せしも

のに於て1ゐ温度が50CC．から弓OOC．　　　　（1［一＿i）農

馨難境振怨艦離蓋讐一丁；，1「「『7i蕊砺r
になるとその吸欄よ飛騨勺に3°％’』 s幽．（』・・）「…dQ・A・・dl、％・・A・…p…n

魑す。。、瞭色斑酢蜴い・．．－t．＿＿⊥＿tl．＿鯉！璽＿

とから，o「ooc，位から1操作せる方が　　　　　　　　　　　　2％　HCI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60　　　　　　　　　　〃　　　　‘CO（）1’1　2

鯉ましいのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f「　　CHaCOOI・I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　2％　HCl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70　　　　　1　　　〃　　　　（C（）（）H、2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　ff　　C｝ra　cooH

　　　　（2）液量と吸牧量との関係　　　　　　　　1　2％HC1

・　前記力灘働難曝於ける最　　8°　Il騰翫。

98，98

96，6

11．2

ユ00．0

98，78
引，5

100，0

99．34

44，2

100．0

99．93

62。6

適澱を8°°α踊徹し得たの“6’・　Ut　一………一 O房羽ぼ明……－r「配δ｝…一
驚撫醐癬燐．r．烈　一躍翻　器：ls
に変化するかを調べた。その結果｝よσ1－2）表の通りである。
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（π一21表

．L1・・猿｣rl・i鯉．蝉・1％・・A・…pt・…il・・q瞠・im・・，

15

20

2％HCI　l　94．5
ぢ激8吾～刺　ll：1

25　　　’ノ　　（COOH）2　1　　99，γ

2　タ6　　1｛C1　　　　　　　　　　　　98．74

　’1　　（COOH）2　　　　　68．16
　’～　　C｝1跡CO（）1｛　　　　3（，．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　

」2・％　IICI　　　l　　Iα〕．｛〕

1　〃　　　　CI，1，，C（）（・）｝I　l　　　　　70＿9

30

1－…1　一一…一一

35

K・11d・fA・・dレ…A・s・・pt…

2％　正IC1
〃　　　COOH）u
〃　　　CH3CO⊂）H

10〔〕．0

工0〔1．0

74，1

　　　40

－tt
@t．t「「

2％HCI　「　100．0
〃　　（COOII）2
〃　　CH呂C｛X）H

2象二　1－ICI

’ノ　　（COOH．♪P．

〃　　CH”COOI・1

「　　　100．0

　　　68．7

」　　　100．　O

　　　IU〔），Ol
　　　64．8

螺験襯より藻鱒磁煮毛は2・－4・偲醸鰹，3・偲のと澱蘇藷1謡た∴tt’．tt
蜘こ於て，鮒染料（B・・illi，　ant　Milling　G，r・c・n　B）　C’：：依る1⊥1　脚・染解於て壱、k，徽8・・α腋

澱3りイ艦脳こと編甑夢く・絶嚇1嘲題で麟が，こ櫨第二撫て糖する調隷験に於
ては馳染糀して上繰耳1斗鮒いたので繍が談色脳つて｝泌ずしもこれ悶1・じた吸鳳を示

すと駅らぬ謹れは継｝購上の舳であり，餌・泌・・ルフオ磁（so、　ll）の数に依る騰が

顯著だからである）㈹

更に，多く礪類吸料に儲染触及び融，水瀦に鮒る脳駿のr礪が編が，ucれc、、　1・r．

関しては引続き研究試験中である。

　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　　　　嬰

本研究の結果を総括すれば次の通りである。

〔1）各種の酸処理に依り山繭糸の染色は極めて良結果を示した。

（2）叉アルカll処理後の酸通しに依る効果は大であるt，

⑧常法の縮灘に拗F・elil・sr，　Lust・・郷麟羅来した。餅榊後の酸肌は紬工勧
　　準備工程として極めて有効である。　　　　　　　・

㈲　稀酸との煮沸処理も又常瀕に依る精練同様の効果を示した。

（5）染齢こｦる搬は8°°山r榔・難働・・醐の・き知鵬微糠締した。

　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　　　　献
‘i）　／」・LLI　　－一徳　；　二【ニゴヒ　　14　；720，　815　（1タH）

‘2）大村孫三三郎1南満試　2；1

（3）R・N・SEN　；　J・ur・・S。・・Dノ・・sa・d　C・L　32；2・｝3（1916）

㈲ヨ宮護健2鞠搬に関する研究及・蹴（獅報ラ大嵯・科学蜘艮V。L・，N。．・（・9・。，

（5）Si「TH°MASI　XV，URDT，E　；漁翻・f　D・・il・胸K・・cht，　R・w・・…md　L・・ewe・th。1．（191⑪）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　　　　All　kinds　of　wild　silk　are　more　difficult　to　be　scoured　than　the　silk　of　the　ordipary　varie・

　　　　　ties，　on　acount　of　the　fact　that　they　contain　more　minera夏　matter　and　also　have　the　resi－

　　　　　stant　nature　of　the　gum．

　　　　　　　In　genera1，　howe＞er，　the　samq　methods　are　ernployed　with　them　as　with　cultivated　silk．

　　　　　　　The　dyeing　of　3ノαma7？zαi　silk　had　been　a　difficult　work，　for　the　silk　has　impenetrability　to

　　　　　water　and　inactivity　in　chernical　reaction．　But　the　writers　made　its　practical　dyei1ユg　possible

　　　　　with　an　acid　colour（B．rilliant　Milling　Green　B）by　protreatments　using　the　se＞eral　acids。

　　　　　　　The　experimental　restilts　are　as　follows．　　　　　’

　　　　　　　（1）The　troatment　with　the　several　dilute　acids（0，5％～2．0％hydrochloric　acid，0．2％～

　　　　　2．0％　sulphuric　acid，　0．5％～2．5％　acetic　acid，　0．5タb～2．0タ60xalic　acid，　and　O・2％～3・0％

　　　　　forrnic　acid）　brought　about　a　goocl　result　for　the　3ノα？，1α？7tai　silk　on　acid　colour　dycin駕・

1　　Thou耳h　evcry　tl　eatment　showed　a　hisrh　a1）sorption　de鍔ree　i：o　dyestuff，　th曾ac　bsorption

　　　　　quantity　has　hardly　any　relation　to　acid　conc（｝ntratiQn・

　　　　　　　（2）　The　scouring　of　th（｝yαηn（t．1？t‘eli　silk　w卵，　tbe　same　with　oγdinary　silk　sc（》uringr．

I　Aft。，　th。、c。u，幅it，　f。eli。9、。d　1。，t，♂瓢覧煎，h　b。tt。，　tha・its　silk　y・rn＄・f　n。・・

　　　　　treatment　or　acid・treatment，　Moreover，　the　scoured　silk　with　dilute　acids　had　very　good

　　　　　results　in　the　dyei！ユ露　brocoss，　By　this　treatment，　the　colour　of　the　3／amamai　silk　yarns

　　　　　changed　into　a　slight　ye110w　ish　colour・

　　　　　　　（8）Boiling　the！ノamαmai　silk　yams　with　dilute　acids（0．5％hydrochloric　acid，　O．5％nitric

　　　　　acid　　ユ．0％acetic　acid，　1．0％oxalic　acid，　and　1．0％formic　acid）　made　their　feeling　and

　　　　　lustre　as　good　as　the　above－mentioned　scoured　yarns，　but　their　colour・became　greenish　in

　　　　　this　process．

　　　　　　　④　The　maximum　absorption　quantity　of　dyestuff　was　obtained　when　the　tenlperature

　　　　　　was　800C．，　the　liquor　was　30　times　of　the　sample，　and　the　duration　of　treatment　in　tlle

　　　　　　dyeing　process　was　for　oロe　hour．

　　　　　　　　　（Laboratory　of　Dyeing　C1ユelnistry，　The　Faculty　of　Textile　and　Sericu！ture，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shinshu　University，　Ueda，　Japan．）


